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来年創立120年を迎える本校の長い歴史の跡をシリーズとしてたどります。

３回目は「校歌」についてです。

本校の校歌が制定されたのは、昭和２（1927）年のことです。

このとき国語教諭だった高山まさ（旧姓武藤）先生は、

校内で募集した歌詞に思わしいものが集まらないと聞き、

「いささか心に責められるものがあったので」、思い

立って一晩で２つ作り上げたたそうです。

その中の１つが、職員会議の無記名投票の結果、

絶対多数で当選し校歌となりました。

作曲は、音楽教諭であった千本延隆先生が担当しました。

千本先生は『60周年記念誌』で、

「いたずらに新しきを求めることはやめて、地味でよい、

落ち着いたこの歌詞にふさわしい感じを出そうとした」

と述べています。

また、校歌の歌詞には当時の様子がうかがえる一節があります。

創立１２０周年を迎えるにあたり
・・・・「校歌」について！！



３番の「明治の帝 御足とどめし」と言う歌詞です。

当時は、丁度現在の下館小学校跡付近が「明治天皇下館行在所」であり、

近くに練兵場があったそうです。その行在所に向かう途中、下館二高の地で

お休みされたので、現在も敷地内に

『明治天皇駐蹄之碑』があります。まさに「御足とどめし」なのです。

下館小学校からお借りした

「明治天皇下館行在所」の写真

『明治天皇駐蹄之碑』


